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PAIがデジタルデバイドを解消し10年で普及
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出産 教育 交通 購買 美容 就労 業務 娯楽 
宿泊 飲食 健康 医療 介護 資産管理 相続
出張 調達 休暇 兼業 施設利用 年金 保険 …

対話

アプリやWebサイトを操作
しなくてもPAIに言えば適切
なサービスを受けられる

利用者

PAI

収益の増大
PAIにつながること
により利用が激増
PDの活用により
サービスの質が向上

PLR
サービスのログ～利用者のライフログ
バイタル、購買データ、位置データ、
医療記録、飲食記録、業務記録、…

サービス

利用者との対話に応じてサー
ビスを仲介(選定+実行)



市民向け行政サービスの分散マッチング
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実は入力不要

オンライン申請等が可能に



市民向け行政サービスのカタログ
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RAG: Retrieval Augmented Generation

検索

LLM

カタログ+質問+属性(PLRのデータ)

数十個の候補+質問+属性

数個の候補

エンベディング(単語や文のベクトル表現)



精度
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処理時間
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PAIがオンラインの行動操作を根絶
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注意経済と監視資本主義の終焉

サ
ー
ビ
ス

サ
ー
ビ
ス

行
動
操
作

サービス提供者

サービス利用者

PAI

ターゲティン
グ広告が不要

ダークパターンが無効

フェイクやエ
コーチェンバー
が商業的に無用

サービスの仲介

分散マッチング

手続・実行

うっかり注文ボタンを押
す、退会が難しい、…



PAIの管理とその効果
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PAIの運用に
データをフル活用

PAIがサービスを仲介

PAIの価値が最大化

PAIが取り扱うデータを
利用者に集約(分散管理)

オンラインの行
動操作を根絶

PAIの管理に
データをフル活用

欧州AI法
の整合標準


